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／勿Hへの子と 6たち／ 

シンボルマーク 

、
 

毎
号
と
じ
こ
ん
でく
だ
さ
い
 
き
っ

と
お
役
に
立
ちま
す
  

【
 

ど
ん
な
 

メ
ロ
ン
で
き
る
か
な
 

土
を
耕
や
し
、大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
、
丸
い
穴
を
あ
け

て
、
そ
こ
ヘ
メ
ロ
ン
の
苗
を
植
え
ま
した
。
 

四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で七
名
の
自
然ク
ラ
ブ
員
は
、
こ
れ

か
ら
、
 一日
一
日
と
成
長
する
メ
ロ
ン
の
様
子
を
観察
し
て
い

き
ま
す
。
自
然
に
は不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
。
 

土
と
太
陽と
子
供
達
に
守
ら
れ
て
、子
供
達
の
メ
ロ
ン
、秋
 

の
収
穫
が楽
し
み
で
す
ね
。
 

（毘
沙
門
小
学
校
）
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広報
シンボルマーク

/明日への子どもたち/

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

ど
ん
な

土
を
耕
や
し
、
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
、
丸
い
穴
を
あ
け

て
、
そ
こ
へ
メ
ロ
ン
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
七
名
の
自
然
ク
ラ
ブ
員
は
、
こ
れ

か
ら
、
一
日
一
日
と
成
長
す
る
メ
ロ
ン
の
様
子
を
観
察
し
て
い

き
ま
す
。
自
然
に
は
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
。

土
と
太
陽
と
子
供
達
に
守
ら
れ
て
、
子
供
達
の
メ
ロ
ン
、
秋

の

収

種

が

楽

し

み

で

す

ね

。

(

毘

沙

門
小
学
校
)

メ
ロ
ン
で
き
る
か
な

前月比

列 23， 580 (+ 88) 

女 26，202 "¥ (+ 8) 

計 49，782 f (+ 96) 

世 ;帯数 16，501 (+128) 

( 4月30日、現在住民基本台帳)

人口と世帯

ま
平成4年

韓
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市有財産の状況で士 特別会計予算執行状況です。 

2
 

公債費 衛生費 消防費 農林水産業費 商工費 災害復旧費他 

（単位】千円，%) 

会 計 区 分 予算現在額 収入済額 収入率 支出済額 執行率 

国民健康保険事業勘定 3,692,564 3,093,109 83.8 3,038,268 82.3 

老 	人 	保 	健 2,401,967 2,066,882 86.0 2,174,959 90.5 

高 等 看 護 学 院 66,507 13,200 19.8 60,314 90.7 

長者森平和公園造成事業 3,161 3,432 108.6 1,728 54.7 

下 水 道 事 業 1,606,685 529,850 33.0 1,254,188 78.1 

農業集落排水事業 237,214 144,936 61.1 213,940 90.2 

土 	地 3,373 ,102 .83 r 
うち山林 191 ,246 .00 rn 

建 	物 202 ,958 .05 m 
有価証券 	 14.037干円 
出資による権利 	80.535千円 
自動車 	 128 台 
五所川原市 
土地開発基金 	48,114千円 
五所川原市 
財政調整基金 	246, 188干円 
五所川原市 
特別導入事業基金 	1 .268千円 
減債基金 	 470,674千円 
ふるさと創生基金 	159,381千円 
動物（牛） 	 101 頭 

教育費 総務費 土木費 民生費 

3
年

度

平
 
成
 

            

            

   

五所川原市の財政状況をおしらせします 

 

            

            

般会計歳入・歳出予算額は、171億556万円です〇 

（単位】億円） 

、 
、 

歳 入（収入） 

ロ収入済額 
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地方交付税 市税 国庫支出金 市債 諸収入 

（単位 I 億円） 

県支出金分担貧盤地方譲与税使用掌孫繰越金他 

歳 出（支出） 
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一般会計歳入・歳出予算額は、171億556万円です。
(単位・億円)

(単佐 :億円〉

(繰越分含む)

歳入 (収入〉

口 収入済額

図未収入額

歳出 〈支出〉

口支出済額

図 未支出済額

民生費 土木費 総務費 教育費 公債費 衛生費 消防費農林水産業費商工費災害復旧費{也

特別会計予算執行状況で、す。|

会計区分 予算現在額 収入済額 収入率

国民健康保険事業勘定 3，692，564 3.093.109 83.8 

老 人 {呆 健 2，401，967 2.066.882 86.0 

高等看護学院 66，507 13，200 19.8 

長者森平和公園造成事業 3，161 3，432 108.6 

下 水 道 業 1，606，685 529，850 33.0 

農業集落排木事業 237，214 144，936 61.1 

い芋111. iiJ， 70) 

支出済領 執行'4さ

3，038，268 82.3 

2，174，959 90.5 

60，314 90.7 

1，728 54.7 

1，254，188 78.1 

213，940 90.2 

|市有財産の状況で士|
土地 3 . 373. 1 02 . 83 rri' 
うち山林 191.246.00 m' 
建物 202 . 958 . 05 111' 
有価証券 14.037千円
出資による権利 80.535干円
自動車 128 台
五所川原市
土地開発基金
五所川原市
財政調整基金
五所川原市
特別導入事業基金

減償基金
ふるさと創生基金
動物(牛)

48.114千円

246.188千円

1.268干円
470.674千円
159.381千円
101 R買

2 



消防債 132.454干円O.2%) 災害復~日債 244,333千円（2.2%) 

民生債 

450.698千円（4.1%) 

中小企業退職金共済事業団 

117.840干円（1.1%) 

総務債 

473,574千円（4.3%) 
全国市町村振興協会他 

154,922千円（1 .4%) 

青森県市町村 
職員共済組合 

169.996ニF円（1.5%) 

農林水産業債 

617.962千円（5.6%) 

衛生債 

126,978干円（1.1%) 

労働債他 

467.070千円（4.3%) 

借入先別 

総 額 

11，叫6.058干円 

郵政省 

2,453,107千円 

(22.2%) 

大 蔵省 

4.440.755干円 

(40 2%) 

目 的

総 客 

11, 046,05 

土木債 

5.526,700干円 

(50.0%) 

青森県 

460.015干円（4 一 2%) 

教育債 

3,006,289干円 

(27.2%) 

都市計画税 

120,171千円 

/116. 017千円、 
、 	96.5％ノ 

軽自動車税他 

44.456干円 

/44, 591干円、 
、 	101 .8％ノ 

市 

3.741 

(3,688,198千円 
、 	98.6% 

市民税 

1.672,841干円 

!1 .641 .559千円、 
、 	98.1%) 

くらしに役立っています。 
簡易保険積立金の還元融資 

（南小学校）  
みなさんが加入している郵便局の簡易保険積

立金は、加入者に支払われるまでの間に、公共

施設の整備資金として市に還元融資され、地域

社会の発展と住民福祉の向上に役立っています。  
市では平成 3年度に次のとおり融資を受けま

した。 

0南小学校屋内運動場建設事業 6,550万円

〇三好中学校校舎建設事業 3,000万円 

0三好中学校用地取得事業 6,200万円 

H
  

庁債（市が借りているお金）の叫 伏況です。 
( ）は、構成比率です。 

市税の負担状況でま 
( ）は、収入済額と収入率です 

市民 1 人当たりの市税負担額 75,300円 

1 世帯当たりの市税負担額 228,508円 

固定資産税 

1,548,795千円 

ll.524,645干円、 

、、 	98.4％ノ 

3  

ー時借入金残高の状況鰍〕，001〕千円 

|市債(市が借りているお金〉の状況です。 |

青森県市町村
職員共済組合

169，996平円(15%) 

災害復旧債 244，333千円(2.2%)

中小企業退職金共済事業団 民生債

117.840干円(1.1%) 450φ698干円(4.1%)

全国市町村振興協会他 総務債

154.922干円(1.4%) 473，574干円(4.3%)

農林水産業債

617，962千円(56%) 

( )は、構成比率です。

消防債 132，454千円(1.2%)

労{動{費他

467，070千円(4.3%)

|市税の負担状況です。|
|一時借入金残高の状況 5侃鵬千円 |

( )は、収入;斉額と収入率です。

市民 1人当たりの市税負担額 75，300円

1世帯当たりの市税負担額 228，508円

くらしに役立っていますO
簡易保険積立金の還元融資

3 

都市計画税

120，171千円

(116.0)J干円)
96.5%/ 

軽自動車税他

44，456千円

(44 ，~肝円)
101.8% 

(南小学校)

みなさんが加入している郵便局の簡易保険積

立金は‘加入者に支払われるまでの聞に、公共

施設の整備資金として市に還元融資され、地域

社会の発展と住民福祉の向上に役立っています。

市では平成3年度に次のとおり融資を受けま

した。

0南小学校屋内運動場建設事業 6，550万円

。三好中学校校舎建設事業 3，000万円

。三好中学校用地取得事業 6，200万円
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等
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綱

糖
零
《
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じ
域
 

響

定
に
つ
い
て
 

『当
市
の
都
市
機
能
を
よ
り
高

度
に
す
る
た
め
、
平
成
三
年
度

に
「
一
干
一
世
紀五
所
川
原
市

総
合
開
発
計画
（
第
二
次
）
」
 

を
策
定
し
、
 「小
さ
な
世
界
都

市
」
 
の建
設
に
係
わる
十
九
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、
計
画

を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
地

方
都
市
拠
点
地
域
の
指
定
を
要

望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
国
の
基
本
方
針
な
ど

に
関
す
る
情
報
収
集
を進
め
る

と
と
も
に
、庁
内
推
進
体
制
の

整
備
な
ど
、必
要
な
措
置
を講

じ
、
地
域
指
定
に
向
け
て
適
切

に
対
処
し
ま
す
。
 

現
工
業
団
地
は
、
日
立
東
部

セ
ミ
コ
ン
ダク
タ
卿
津
軽
工
場

を
は
じ
め
、
十
社
が
立
地
し
、
 

完
売
と
な
っ
た
の
で
、就
業
機

会
の
確
保
と
、
産
業
構
造
の
高

度
化
を
図
る
観
点
から
工
業
団

地
の
拡
大
の
た
め
、
県
計
画
の

変
更
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
拡
張
予
定
地
は
、
都

市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地域
の

変
更
手
続
き
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
、
こ
の
変
更
作
業
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
農
工
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
対
処
し
て
い

き
ま
す
。
 

県
営
水
環
境
整
備
事

業
及
び
、
県
営
農
免

農
道
整
備
事
業
の
採

択
に
つ
い
て
 

境
ノ
沢
た
め
池
は
、
自
然
環
 
 

境
の
保
全
、ま
た
農
業
用
水
の

水
源
と
し
て
、
公
益
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
本
た

め
池
の
地
域
の
景
観
や
親
水
性

豊
か
な
水
辺
空
間
を
利
用
し
た
 

「虫
お
く
り
の
里
構
想
実
施
地

区
」
 
と
して
位
置
付
け
て
い
ま

す
の
で
、当
事
業
の
採
択
を
要

望
し
ま
す
。
 

県
回
答

i
水
環
境
整
備
事業
に

つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度状
況

調
査
・
水
利
施
設
調
査
を
実
施

し
、
市
総
合
開発
計
画
と
整
合

性
の
と
れ
た
環
境
保
全
計
画
及

び
、
整
備
計
画
を
樹
立
し
、平

成
五
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
農
免
農
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
採
択
さ
れ
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
て
い
きま
す
。
 

都
市
拠
点
総
合
整備
 

事
業
の

調
査
地
区

の

採
択
に

つ
い
て
 

魅
力
的
な
商
業
集
積
に
よ
る
、
 
 都

市
機
能
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
駅
前
周
辺
と
エ
ル
ム
の
街

を
ゾ
ー
ン
と
し
た
当
事
業
の
採

択
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
平
成
五年
度
新
規採

択
に
向
け
、
国
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。
 

一
般廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
建
設
に
つ
い

ぞ
 

一
般
廃
棄
物
の年
間
総
排
出

量
は
、
年
々
増
加
し
、
埋
立
地

残
余
も
少な
く
な
っ
て
お
り
、
 

現
処
分
場
の
隣
地
に施
設
の
建

設
計
画
を
し
て
い
る
の
で
、一」
 

指
導
、
ご
協
力
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
平
成
六年
度
に
お
い

て
、
国
庫
補
助
対
象事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
と

も
、
計
画
内
容
等
に
つ
い
て指

導
助
言
し
て
い
き
ま
す
。
 

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
 

指
定
等
二
十
九
件
 

五
月
十
一
日
よ
り
県
に
対
し
、県
内
八
市
の
平
成
五年
度
重
点
事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
は
、初
日
の
十
一日
、
市
の
重
点
事
業
を
説明
、
そ
の
実
現
を
要
望
しま
し
た
。
 

こ
の
中
から
、
新
規
に
要
望
し
た
事
業
と
、
そ
れ
に
対
す
る
県
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。
 

(
 

r
 

地
伽
拠
胤
都
市
地
域

の
指
定
に
つ
い
て

当
市
の
都
市
機
能
を
よ
り
高

度
に
す
る
た
め
、
平
成
三
年
度

に
「
二
十

一
世
紀
五
所
川
原
市

総
合
開
発
計
画

(第
二
次
)
」

を
策
定
し
、
「
小
さ
な
世
界
都

市
」
の
建
設
に
係
わ
る
十
九
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、
計
画

を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
地

方
都
市
拠
点
地
域
の
指
定
を
要

望
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
国
の
基
本
方
針
な
ど

に
関
す
る
情
報
収
集
を
進
め
る

と
と
も
に
、
庁
内
推
進
体
制
の

整
備
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
地
域
指
定
に
向
け
で
適
切

に
対
処
し
ま
す
。

地
方
拠
点
都
市
地
域
の

「
1

1

1

1

指
定
等
工
十
九
件

五
月
十
一
日
よ
り
県
に
対
し
、
県
内
八
市
の
平
成
五
年
度
重
点
事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
所
川
原
市
は
、
初
日
の
十
一
日
、
市
の
重
点
事
業
を
説
明
、
そ
の
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
、
新
規
に
要
望
し
た
事
業
と
、
そ
れ
に
対
す
る
県
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

漆
川
地
図
農
村
地
域

工
業
等
導
入
実
施
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

現
工
業
団
地
は
、
目
立
東
部

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
側
津
軽
工
場

を
は
じ
め
、
十
社
が
立
地
し
、

完
売
と
な

っ
た
の
で
、
就
業
機

会
の
確
保
と
、
産
業
構
造
の
高

度
化
を
図
る
観
点
か
ら
工
業
団

地
の
拡
大
の
た
め
、
県
計
画
の

変
更
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答

・
拡
張
予
定
地
は
、
都

市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地
域
の

変
更
手
続
き
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
、
こ
の
変
更
作
業
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
農
工
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
対
処
し
て
い

き
ま
す
。

爾
事

叩難
現
び
、
県
営
農
免

農
道
整
備
事
業
の
採

択
に
つ
い
て

境
ノ
沢
た
め
池
は
、
自
然
環

境
の
保
全
、
ま
た
農
業
用
水
の

水
源
と
し
て
、
公
益
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
本
た

め
池
の
地
域
の
景
観
や
親
水
性

豊
か
な
水
辺
空
間
を
利
用
し
た

「
虫
お
く
り
の
里
構
想
実
施
地

区
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
当
事
業
の
採
択
を
要

望
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
水
環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度
状
況

調
査

・
水
利
施
設
調
査
を
実
施

し
、
市
総
合
開
発
計
画
と
整
合

性
の
と
れ
た
環
境
保
全
計
画
及

び
、
整
備
計
画
を
樹
立
し
、
平

成
五
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
農
免
農
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
採
択
さ
れ
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

剤
凧
側
胤
盤
塾
樹
州

事
業
の
調
査
地
区
の

採
択
に
つ
い
て

魅
力
的
な
商
業
集
積
に
よ
る
、

都
市
機
能
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
駅
前
周
辺
と
エ
ル
ム
の
街

を
ゾ
l
ン
と
し
た
当
事
業
の
採

択
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
平
成
五
年
度
新
規
採

択
に
向
け
、
国
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
年
間
総
排
出

量
は
、
年
々
増
加
し
、
埋
立
地

残
余
も
少
な
く
な

っ
て
お
り
、

現
処
分
場
の
隣
地
に
施
設
の
建

設
計
画
を
し
て
い
る
の
で
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
:
・
平
成
六
年
度
に
お
い

て
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
と

も
、
計
画
内
容
等
に
つ
い
て
指

導
助
言
し
て
い
き
ま
す
。
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「畑
作
園
芸
試
験
場

津
軽
支
場
」
の
設
置

に
つ
い
て
 

雇
用
促
進
事
業団
・

青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
の
四
年制
工

科
系
大
学
校
へ
の
昇

格
に
つ
い
て
 

本
県
産
業
の
高
度
化

の
た
め

四
年
制
工
科
系
大
学
校

へ
の
昇

格
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
今
後
、
国
の
動
向
を

見
据
え
、
対
処
し
て
い
き
ま
す
。
 

当
地
域
の
農
業
振
興
を
強
力

に
支
援
す
る
た
め
、
津
軽
十
万

診
の
中
心
に
位
置
す
る
当
市
に

野
菜
、
花
き
関
係
の
試
験
研
究

機
関

・
畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽

支
場
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
津
軽
地
域
に
お

い
て

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
野
菜
の

積
極
的
導
入
を
促
進
し
、
生
産

の
振
興
を
図
る
こ
と
が
緊
要
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
技
術
開
発

の
面
で
、
先
導
的
役
割
を
担
い

う
る
試
験
研
究
体
制
の
構
築

に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

盤維響麟麟麟 

継続要望重点事業 
-J 

第ー部 最重点要望事業 第ニ部 重点要望事業 

  

青森県主管部課 要 望 事 項 名 
五所川原市
主管部課 青森県主管部課 要 望 事 項 名 

五所川原市
主管部課 

土木部建築住宅課 仮称・松島第ニ団地の造成 
建 設 部
建築住宅課 

農林部農地計画課 県営老朽ため池等整備事業 
経 済 部
土地改良課 

企画部企画課 「県立克雪ド一ム」の建設 
総 務 部
企画調整課 

農林部農地建設課 
県営広域営農団地農道整備事
業 

経 済 部
土地改良課 

企画部企画課 学園都市・地区基本計画策定
調査の指定 

総 務 部
企画調整課 

土木部都市計画課 南部地区土地区画整理事業 
建 設 部
都市計画課 

商エ労働部商エ課 仮称「エルムの街」の建設 経 済 部
商エ観光課 

企画部地域振興課 
国立「防災科学技術センター支
所」等雪の調査研究機関の設置 

総 務 部
企画調整課 

農林部農村振興課 農業支援機能集積（アグ口ポ
リス）構想の地域指定 

経
農
 
済
林
 
部
課
 

農林部農地計画課 農道空港の調査地区の指定 
経 済 部
土地改良課 

農林部畿登者計画課

土木部報鷲市計画課 

「津軽平野五所川原水郷の路」 
建設の推進 

言
口
水
 
ル

又
道
 

建下
 
部

課
 

土木部道路建設課 
津軽半島観光産業開発縦貫道
路の調査 

総 務 部
企画調整課 

土木部河川課 旧十川改修事業 建
土
 
設
木
 
部
課
 

土木部道路建設課 津軽自動車道の早期完成 
建 設 部
土 木 課 

土木部河川課 十川改修事業 
建
土
 
設
木
 
部
課
 

土木部道路建設課 
国道339号五所川原～鶴田
間バイパスの建設 

建 設 部
土 木 課 

土木部河川課 
岩木川治水事業の促進と津軽
ダムの早期完成 

建
土
 
設

木
 
部
課
 

土木部道路建設課 
青森空港へのアクセス道路の
整備 

建
土
 
設

木
 
部
課
 

土木部都市計画課 スノートピア道路事業 
建 設 部
都市計画課 

土木部都市計画課 
3.4.4石岡～不魚住線道路
事業 

建 設 部
都市計画課 

教育庁財務課 
県立五所川原東高等学校の教育課程
の抜本的改善及び校舎の移転‘新築 教育委員会 

※上記の詳細については、 市企画調整課（鈴木‘寺田） までお問い合わせ下さし c, 
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麗
用
促
進
事
業
団
・

青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
の
四
年
制
工

科
系
大
学
校
へ
の
昇

格
に
つ
い
て

本
県
産
業
の
高
度
化
の
た
め

同
年
制
工
科
系
大
学
校
へ
の
界

絡
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
:・
今
後
、
国
の
動
向
を

見
据
え
、
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

「畑
作
園
芸
試
験
場

津
軽
支
場
」
の
設
置

に
つ
い
て

当
地
域
の
内
刷
業
振
興
を
強
力

に
支
援
す
る
た
め
、

津
軽
十
万

か
の
中
心
に
位
置
す
る
当
市
に

野
菜
、
花
き
関
係
の
試
験
研
究

機
関
・
畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽

支
場
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
・:
活
軽
地
域
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
野
菜
の

的
極
的
導
入
を
促
進
し
、
生
誕
地

の
振
興
を
阿
る
こ
と
が
緊
要
と

な
っ
て
い
る
の
で
、

技
術
開
発

の
面
で
、
先
導
的
役
割
を
担
い

う
る
試
験
研
究
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
険
討
し
て
い
き
ま
す
。

継続要望重点事業

重点要望事業

青森県主管部課 要望事 I頁名 五所川昔原日市 青森県主管部課 要望事 項名 五主所管川部原市課
主管 官果

土木部建築住宅課 仮称 ・松島第二団地の造成
建設部

農林部農地計画課 県営老朽ため池等整備事業
経済部

建築住宅課 土地改良課

企 画部 企 画課 「県立克雪 ドームJ の建設
総務部

農林郁農地建設諜
県営広域営農団地農道整備事 経済部課| 

企画調整課 業 土地改良

企画部企画課 学園都市・地区基本計画策定
総務部

土木部都市計画課 南部地区土地区画整理事業
建設部

調査の指定 企画調整課 都市計画課

商工労働部商工課 仮称「ヱルムの街」の建設
経済部

企画部地域振興課
国立「防災科学技術センヲー支 総 務部

商工観光課 所」等雪の調査研究機関の設置 企画調整課

農林部農村振興課 農業支f重機能集積 (アグロポ
経済部

農林部農地計画課 農道空港の調査地区の指定
経済部

リス)構想の地域指定 農林課 土地改良課

農林郁 林政課属地計画課 土木部道路建設課
津軽半島観光産業開発縦貫道 総 務部

轟地建設課 「津軽平野五所川原水郷の路」 建設部 路の誠査 企画調整課

土木部 監理課都市計画課 建設の推進 下水道課
土木部河 川 課 旧十川改修事業

建設部
下水道課 土木課

土木部道路建設課 津軽自動車道の早期完成
建設部

土木部河 川 諜 十川改修事業
建設部

土木課 土木課

土木部道路建設課
国道339号五所川原~鶴田 建設部

土木部河川課
岩木川治水事業の促進と津軽

建設部課I
間バイパスの建設 土木課 ダムの早期完成 土木

土木部道路建設課
青森空港へのアクセス道路の 建設部

土木部都市計画課 スノー トピア道路事業 建設部課| 
整備 土木課 都市計画

土木部都市計画課
3.4.4石岡~不魚住線道路 建設部

教育庁財務課
県立五所川原東品等学校の教育課程

教育委員会l事業 都市計画課 の抜本的改普及び校舎の移転・新築

第二部最重点要望事業第一部

までお問い合わせ下さい。市企画調整課 (鈴木 ・寺 田)I-:記の詳細につ いては、※ 
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/ 

、 

5 月 9日、10日と行われた「赤～いりん

くごの花まつり」は、良いお天気に恵まれ、 

期間中約 2万人の人出で賑わいました。 

元気いっぱい。お祭りのトップをきってパレード 

（中央小鼓笛隊） 

赤～いりんごの花まつり 

』
，
，
 気
に
つ
 

井
ふ
 
・
ョ
う

‘rー
・
し
 

「り
ん
ご
を
食
べ
て
医
者
い
ら
ず
。
私
も
、
 

り
ん
ご
は
大
好
き
で
す
J
と
「
り
ん
ご
と
健
康

に
つ
い
て
」
の
講
演
で
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
、
白
戸
胃
腸
科
外
科
医
院
院
長
。
 

それノが器益暴対抗綱引き大会 

鎌
谷
町
内
会
婦
人
部
で
は
、六
十
五
歳
以
上
で
一
人

ぐ
ら
し
の
方
四
百
人
を
招
待
。
食
事
券
等
を
贈
り
ま
し

た
。
 

赤～いりんごの花まつり賛歌」披露の 

五所川原女声コーラスの皆さん。 

（作詞・作曲は指揮者の兼平民子さんです） 

できたノうまい。うまし、、（子供王国、 
6 

5月 9目、 10日と行われた 「赤~いりん

ごの花まつり」は、良いお天気に恵まれ、

期間中約 2万人の人出で賑わいました。

たぐ
。ら鎌
し谷
σコ田丁
方内
四会
百婦
人人
を剖3
招で
待，(;i 

食六
事十
券五
等歳
を以
贈上
りで
まー
し 人

F
K勺、

.晶円外

'
3
b
b
!
と

「り
ん
ご
を
食
べ
て
医
者
い
ら
ず
。
私
も
、

り
ん
こ
は
大
好
き
で
す
己
と

「り
ん
ご
と
健
康

に
つ
い
て
」
の
講
演
で
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
、
白
戸
胃
腸
科
外
科
医
院
院
長
。

リ
ん
ご
，

元気いっぱい。お祭りのトップをきってパレード

(中央小鼓笛隊)

」の

「そ
ば
」
立
っ
て
食
べ
て
も

座
っ
て
食
べ
て
も
お
い
し
い
/

それ市議込ミ対抗綱引き大会

6 

できア
ニ/うまい。うまい。

「赤~いりんごの花まつり賛歌」披露の

五所川原女声コーラスの皆さん。

(作詞・作曲は指揮者の兼平民子さんです)



 

私

の
風
景
 

 

⑩
 

 

大
 

沢
 
寿
 
夫
さ
ん
 

 

（一
市内
松
島
町

八
ー
八
九
）
 

「松
島
町

五
丁
目
バ
ス
停
付
近
か
ら

の
岩
木
山
」
 

（水道事業所） どうぞ 
水のギャラリー「ゆらぎのオアシス」／\ 

7 

と
に
素
晴
ら
し
い
。
ま
っ
す
ぐ

な
通
り
の
果
て
に
秀
峰
岩
木
山

が
、
全
身
で
も
っ
て
行
人
を
ガ
 

ー
ド
で
も
し
て
い
る
恰
好
に
突

っ
立
っ
て
い
る
。
 

で
も
、
威
圧
感
な
ど
少
し
も

な
く
、
む
し
ろ
、
お
い
で
お
い

で
と
手
招
き
を
し
て
い
る
か
に

親
近
感
を
い
だ
か
せ
る
0
ま
た

同
時
に
、
何
と
も
言
え
な
い
神

性
を
感
じ
さ
せ
て
厳
粛
で
さ
え
 

あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
十
五
粁

以
上
も
離
れ
て
い
る
の
に
三

、
 

四
粁
ぐ
ら
い
の
近
距
離
に
見
え

る
か
ら
何
と
も
不
思
議
。
岩
木

山
は
津
軽
の
ど
こ
か
ら
見
て
も

秀
峰
で
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
通

り
か
ら
の
眺
め
は
最
高
。
私
は

つ
い
、
万
歩
の
疲
れ
を
忘
れ
て

東
雄
の
絶
唱
、
「神
さ
ぶ
る
岩
木

塙
根
の
雪
見
つ
つ
 

」
を
口

遊
む
の
で
あ
る
。
 

「
ば
っ
け
の
会
」
へ
感
謝
状
 

廿
く
る
み
園
慰
問
二
十
年
を
記

念
し
て
廿
 

N
T
T
弘
前
支
店
の
演
劇
サ

た
 
ー
ク
ル
 
「ば
っ
け
の
会
」
（代
表
 

し
 
川
崎
肇
外
二
十
名
）
は
、
四
月

は

二
も
k
m
、
第
二
十
回
見

老
 

畿
」
製

霞
園
」
の
慰
 

右
”
 
ー
‘
イ
、
こ
‘1
7
 

束
 

昭
和
四
十
八
年
の
第

一
回
目
 

男
 
に始
ま
り
、
今
年
は
二
十
年
目

礼
 
に
当
り
、
市
長
は
、
こ
の
厚
意

肋
 
を
称
え
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

か
 
た
。
 「ば
っ
け
の
会
」
 
は
、昨

渚

年
、
こ
れ
ま
で
の
演
劇
に
よ
る
 

も
項
い
て
い
ま
す
。
 

若
か
り
し
山
蘭
・
東
離
の
両

歌
人
が
、
 お
互
い
に
訪
い
、
訪

わ
れ
を
し
て
歩
い
た
 
「蘭
菊
の

道
」
 
から
逸
れ
て
西
上
す
る
と

ま
も
な
く
松
島
町
五
丁
目
の
バ

ス
停
が
左
手
に
見
え
て
来
る
。
 

そ
し
て
道
路
は
南
西
に
向
か
っ

て
、
し
ば
ら
く
ま
っ
す
ぐ
に
続

く
桜
の
並
木
道
で
あ
る
。
私
の

早
朝
万
歩
の
道
は
、
こ
の
通
り

に
来
て
、
漸
く
終
着
点
に
間
近

と
な
る
。
こ
の
通
り
は
、
ま
こ
 

Gc---..':. *-4 3書  v-d-
- 347J(ir - ~~ーー-6月 1 日 6月7日 

月 	日 行事名 内 	容 開催場所 

6 月 1日 
、 

6 月 6日 
広報車の巡回 水道週間のPR 市内 一円 

6 月 1日 車両パレ―ド 水道デ一のPR 市内一「月 

6 月 1日 
1 

6 月 7日 
懸 垂 幕 

水道週間のPR 

（安心です， 
水道の水です． 

うまいです） 

一 

一 

水道庁舎 

6 月 6日 
水道デ― 

午前10時から 

花火 
10時．11時.12時 

おでん 
アイスクリーム 

パネル 
水道検査機器 

陶器の展示 

2級配管技工実施 
講習会 

水道庁舎前 

h。
 
《

b
  

！
一
 
 

n
 
q
 

1
 
7
 

日
 
日
 

母子家庭 

一人ぐらし老 

人 家庭巡回 

水道の相談 

ノf ノキン等の 
無料修理 

各 家 庭 

危険物の取扱作業の保安に関する講習 
C）講 習 日 7 月 3 日 （金） 

〇講習会場 五所川原市中央公民館 

くフ種 別 給油取扱所関係（9: 30-12 : 30) 

一般取扱所関イ系 (14 】 00--17 】00) 

〇受付期間 6 月 1 日～ 6 月 1 2 日 

※ 申込書は消防署にあります。 

ゅ
の
崎
直
⑫ 

大

沢

寿

夫

さ

ん

(市
内
松
島
町
八
l
八
九
)

「松
島
町
五
丁
目
バ
ス
停
付
近
か
ら
の
岩
木
山
」

印有
か
り
し
山
蘭
・
東
離
の
両

歌
人
が
、
お
任
い
に
訪
い
、
訪

わ
れ
を
し
て
歩
い
た
「
蘭
鋳
の

道
」
か
ら
逸
れ
て
西
ト
い
す
る
と

ま
も
な
く
松
島
町
五

J
Hの
バ

ス
停
が
在
予
に
見
え
て
来
る
。

そ
し
て
道
路
は
南
西
に
向
か
っ

て
、
し
ば
ら
く
ま

っ
す
ぐ
に
続

く
桜
の
並
木
道
で
あ
る
。
私
の

早
朝
万
歩
の
道
は
、
こ
の
通
り

に
来
て
、
漸
く
終
着
点
に
間
近

と
な
る
。
こ
の
通
り
は
、
ま
こ

と
に
索
時
ら
し
い
。
ま
っ
す
ぐ

な
通
り
の
果
て
に
秀
峰
岩
木
山

が
、
全
身
で
も
っ
て
行
人
を
ガ

ー
ド
で
も
し
て
い
る
恰
好
に
突

っ
立
っ
て
い
る
。

で
も
、
威
圧
感
な
ど
少
し
も

な
く
、
む
し
ろ
、
お
い
で
お
い

で
と
手
招
き
を
し
て
い
る
か
に

親
近
感
を
い
だ
か
せ
る
。
ま
た

同
時
に
、
何
と
も
言
え
な
い
神

性
を
感
じ
さ
せ
て
厳
粛
で
さ
え

あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、

十
五
粁

以
上
も
離
れ
て
い
る
の
に
三
1

四
粁
ぐ
ら
い
の
近
距
離
に
見
え

る
か
ら
何
と
も
不
思
議
。
岩
木

山
は
津
軽
の
ど
こ
か
ら
見
て
も

秀
峰
で
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
通

り
か
ら
の
眺
め
は
最
高
。
私
は

つ
い
、
万
歩
の
疲
れ
を
忘
れ
で

束
離
の
絶
唱
、
「神
さ
ぶ
る
岩
木

高
恨
の
雪
見
つ
つ
:
:
:
」
を
口

遊
む
の
で
あ
る
。

ば

っ
け
の
会
」

ヘ
感
謝
状

H

く
る
み
園
慰
問
二
十
年
を
記
念
し
て

l

N
T
T
弘
前
支
庖
の
演
劇
サ

た

l
ク
ル

「ば

っ
け
の
会
」
(代
表

山

川

崎
臨
外
二
十
名
)
は
、
四
月

和

二
十
六
日
、
第
二
十
回
目
の
老

島

人
ホ
l
ム
「
く
る
み
園
」
の
慰

例

聞
を
行
い
ま
し
た
。

探

昭
和
四
卜
八
年
の
第

一
回
目

村山

に
始
ま
り
、

今
年
は
二
十
年
目

礼

に
当
り
、
市
長
は
、

こ
の
川中
怠

怖

を
称
え
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

か

た
。

「ば

っ
け
の
会
」
は
、
咋

措

年
、
こ
れ
ま
で
の
演
劇
に
よ
る

ん

奉
仕
活
動
に
よ
り
厚
生
大
臣
賞

も
頃
い
て
い
ま
す
。

危険物の取扱作業の保安に関する講習
0講習日 7月 3日 (金)

0講習会場 五所川原市中央公民館

0種別 給油取扱所関係 (9: 30-12 : 30) 

一般取扱所関係 (14:00-17: 00) 

0受付期間 6月 1日- 6月 12日

※申込書は消防署にあります。

月 日 行事名 内
，骨手， Jl~lIlPJ，l所

6月1日
広報車の巡回 水道週間のPR 市内 一円

6月6日

6月l日 車両パレー ド 水道デーのPR 市内 一 円

ポ道週間のPR

6月]日
(安水心道でのす水.です.男子、 垂 4基 水道 庁 舎

6月7日 うまいです)

花火
10日寺 11時 12時

おでん

水道デー
アイスクリ ーム

6月.6日 ノ古布、 jレ 木道/1'合前
午前10時から 本道検査機器

陶器の展ぷ

2級配管技工実講施習会

6月1R 母 F家庭 水i丘の相談

一人 ぐらし ~
パ ノキン容の

各家庭

6月7n 人 家庭巡[o[ 極料11事JI~

'̂ 「ゆらぎのオアシス」

(/j"道 事業所)

水のギャラリ ー

どうぞ

7 



「外
国
の
、
地
方
の
文
化
に

ふ
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
し
あ

わ
せ
な
こ
と
で
す
ね
。
 

一
昨
年
、
当
地
に
着
い
た
一
一

日
目
の
、
八
月
五
日
の
ネ
プ
タ

ま
つ
り
で
は
、
太
鼓
を
叩
く
こ
 

がんばっています 

一
昨
年
の
八
月
よ
り
、市
教
育
委
員
会
指
導
課
を
ベ
ー
ス
に
、
 

市
内
の
小
・
中
学
校
の
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
活
躍
中
の
、
 

シ
ャ
ロ
ン

・
ケ
リ
ー
マ
ッ
カ
ス
イ
さ
ん
。
 

と
も
で
き
た
ん
で
す
よ
い
 

中
学
校
の
他
、
小
学
校
で
は

お
は
よ
う
、
さ
よ
う
な
ら
な
ど

日
常
の
会
話
の
指
導
を
し
て
い

る
。
 

「ど
ん
な
こ
と
で
も
そ
う
で
 

、
ン
ヤ
ロ
ン

さ
 す

が
、
進
ん
で
参
加
す
る
こ
と

が
成
功
へ
の
道
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
 

北
五
英
語
ス
ピ
ー
チ
の
と
き

も
、参
加
し
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
が
ん
ば
っ
た
か
ら
、
入
賞
 

（
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
の
生
徒
）
し

た
ん
で
す
ね
」
 

同
僚
、
友
人
、
ま
ち
の
人
、
 

み
ん
な
が
親
切
で
、
食
べ
も
の

も
お
い
し
く
、
津
軽
の
文
化
を

も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
い
と
の

こ
と
。
 

「英
語
は
、
毎
日
の
練
習
の

積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
 

私
も
、
も
っ
と
も
っ
と
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
ー
い
 

ん 

火ilろ 

《
 

［ 警察官等採用試験  
＝二必要です、真心、勇気、そしてあなたが一

警察官（A）大学卒採用試験 

試験種別 受験資格 
採用予定 

人 	員 
試験日程 

昭和40年4月 2 

日から昭和46年4 ＠第1次試験 

月1日までに生ま 7月19日回 

れた男子で、学校 青森商業 

教育法による大学 高等学校 
警察官（A) 

平成5年 

4月採用 

の学部を卒業した 

者又は平成 5年3 

月31日までに卒業 

約15人 

⑨第2次試験 

する見込みの者 8月19日困 

（人事委員会が同 青森県 

等の資格があると 警察本部 

認める者を含む。） 

なお、警視庁、神奈川県、千葉県、埼玉県及

び静岡県の警察官を志望する人も同時に受験す

ることがで、きます。 

ン申し込み締め切り 6 月 1 日（月)~ 7 月 1 日（水） 

レ問い合わせ 五月〒川原警察署 ”35- 2141 

ーNTT嘱薄演会」 の開催 

＞演題 「商店街の活性化を考えたCl （コミコー 

ニニ・ティアイテ了ンティティ）」 

）講師 野口吉昭 脚ォーディーエスマネジメン 

トコンサルティ ング事業本部本部長。著書に「お 

もしろい会社」r90年代型企業の条件」「美しい企 

業とは何か」 他 

＞日時 6 月23日（刃 午後 3 : 30- 5 : 00 

＞場所 ホテルサンルート五所川原 

レ主催 五所川原地区電信電話ユーザ協会 

レ間い合わせ NTT五所川原支店廿35- fl10( 今中か 

「 バレーボール部員募集 
レ対象 西北五在住の家庭婦人でバレーポ ルゾ） 

好きな方（初心者歓迎） 

ン日時 毎週金曜日 午後 7時より週 1回練習 

）場所 五所川原第一中学校 

レ鷺JII, 鷺鷲讐 47 7) 3 子儒 35- 165635-0343 

r人権相談所の開設（6月旧は人権擁護委員の日）1 

iン日時 6 月13日止〕 午前10時～午後 3 II-芋 

i レ場所 丸友デパート 2 階特設会場 

iレ相談料 無料（秘密は厳守。どうぞおいでドさいJI 
， 	 ‘ 

‘ー， ー ,一， ー、→ ． ， 」 ， ，ー~ ， ー ， ，ー，一，一，→ ーー‘一一一一一ーー一一． 一．→ 一一一一ーー一一， 一， , , 
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シ
ャ
口
ン
さ
ん

一
昨
年
の
八
月
よ
り
、市
教
育
委
員
会
指
導
課
を
ベ
ー
ス
に
、

市
内
の
小
・
中
学
校
の
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
活
躍
中
の
、

シ
ャ
ロ
ン

・
ケ
リ
ー
マ
ツ
カ
ス
イ
さ
ん
。

「
外
国
の
、
地
方
の
文
化
に

ふ
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
し
あ

わ
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

一
昨
年
、
当
地
に
着
い
た
二

日
目
の
、
八
月
五
日
の
ネ
プ
タ

ま
つ
り
で
は
、
太
鼓
を
叩
く
こ

と
も
で
き
た
ん
で
す
よ
日

中
学
校
の
他
、
小
学
校
で
は

お
は
よ
う
、
さ
よ
う
な
ら
な
ど

日
常
の
会
話
の
指
導
を
し
て
い

る
。
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
そ
う
で

J以ちし〆ýA9?-Cル~
す
が
、
進
ん
で
参
加
す
る
こ
と

が
成
功
へ
の
道
だ
と
思
い
ま
す

ね
。北
五
英
語
ス
ピ
ー
チ
の
と
き

も
、
参
加
し
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
が
ん
ば

っ
た
か
ら
、
入
賞

(
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
の
生
徒
)
し

た
ん
で
す
ね
日

同
僚
、
友
人
、
ま
ち
の
人
、

み
ん
な
が
親
切
で
、
食
べ
も
の

も
お
い
し
く
、
津
軽
の
文
化
を

も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
い
と
の

こ
と
。「英
語
は
、
毎
日
の
練
習
の

積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

私
も
、
も

っ
と
も

っ
と
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
l
u

「NTTI講演会」
シーアイ

[>演題 「商庖街の活性化を考えた C 1 (コミュ

ニティアイデンティティ )J 

[> 講師 ~fn吉昭糊オーデイーエ スマネ ジ メ ン
トコンサルテイング事業本部本部長。著書に「お

もしろい会社J'90年代型企業の条件J'美 しい企

業とはいJか」他

[>日時 6月23日(火) 午後 3: 30- 5 : 00 

b場所 ホテルサンルート五所川原
[>主催 五所川原地区電信電話ユーザ協会

[>問い合わせ NTT五所川原支庖含35-]]10 (今村)

|バレーボール部員募集 l
b対象 西北五在住の家庭財人でバレーボールの

好きな方(初心省歓迎)

b日時 毎週金叫日 午後 7時より週 l回練間
b場所 五所川原第一中学校

[>連絡先 五所川原市雛田47の3

五所川原ヤングクラブ佐身木和チ

の開催コ「警察官等採用試験一寸
=必要です、真心、勇気、 そしてあなたが=

警察官(A)大学卒採用試験

試験種別 受験資格
採用予定

試験日程
人 員

昭和40年4月2

日から昭和46年4 。第1次試験

月1日までに生ま 7月19日(日)

れた男子で、学校 青森商業

警察官(A)
教育法による大学 高等学校

平成5年
の学部を卒業した

約15人

4月採用
者又は平成5年3

月31日までに卒業 。第2次試験

する見込みの者 8月19日同

(人事委員会が同 青森県

等の資格があると 警察本部

認める者を含む。) 畳 "35-]656
夜…35-0343 

T人権相談所の開設(6月18は人権擁護委員の日)1
[>日時 6月13Rω 午前1011手~午後 311，j ! 
b場所 九友デパート 2階特 設会場

[>相談料 無料{秘;f;は厳守。どうぞおいで下さい。)

なお、軍事視庁、神奈川県、千葉県、崎主県及

び静岡県の特察官を志引する人も同H寺に受験す

ることができます。

[>申し込み締め切り 6円 1r 1 (] J)- 7 )-j ] 11 (本)
じ〉 問い合わせ Ii.所川原符察病 ft35 -2141 
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交通安全は家庭から 

塞週覇故認観 
（平成 4年5月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 

発生 2
,什
 

d吐
1
  

51
 
8

3
  

1
+
 
0

1
 
1

0
 

、ノ
 

く
  死者 4

+
 
5

1
  

く
 

?
  

〔J
。
乙
 
 

+
  傷者 3,1 16 

(-212) 
(
bにJ
 
 

1
I、

 

1
+
 

 
、
ノ
 

 」七。 

ドアしめてベルトしめて気をしめて 

技術革新の時代です 

L「能力開発セミナー」受講生募集コ 
ン資格 学歴、年齢、性別は間いません。 

ン受講料 無，斗（ただし、テキスト代等のかか 

る訓練コースがあります） 

ン申し込み締め切り 各訓練コースとも、開講 

日の、 3 日前まで。ただし、定員になり次第 

締め切ります。 

＞問い合わせ 青森職業訓練短期大学校教務課 

（市内飯詰 雪37一2301) 

能力開発セミナーコース （6月分） 

五
  

コ ース名 定
員
 

日
数
 

期
日
 
間
時
 

受講料 

1
  

メカトロニクス
の電子回路I 

5
名
 

に
U
日
  

6月1日円）~6月5日囲 
18 : 00-21 : 00 

2,000円 

ハ
乙
 
 

MS-DOSの 
応用と 

BASIC言語 

10 に
U
日
  

6月1日囲～6月5日囲 
18 : 00-20 : 30 

L000円 

Q
。
 
 

BAS I C 
プログラミング 

10 に
v
日
  

6月8日円）~6月12日圏 
18: 00--'21 : 00 L000円 

移動式クレーン運転技能 
	 特例講習会一 
1．受講資格 平成 2年8月31日以前に、移動式二 

クレーン運転業務特別教育を修了した方で、 

かつ、平成 2年9月30日までに1カ月以上の 

当該業務に従事した経験を有する方。 

2．開催日日寺 

第1回特例講習 平成4年6月 9 日（火） 

9日寺から17時まで 

第 2回特例講習 平成4年7月13日（月） 

9時から17時まで 

3.開催場所 五所川原市字新宮町84-5 

" 0173(35)6336（社）西北労働基準協会2階会議室 

4.受講半斗 7,700円（テキスト代を含む） 

5.問い合わせと申し込み先 五所川原市字新宮 

町84-5 （社）西北労働基準協会 ”0173(35)6336 

＆締め切り 各定員100名又は講習開催日の3日 

育fIて沫帝め切ります。 

ソフトテニス会員募集曹鱗 
女性の会員を募集しています。 

初心者、経験者を問いません。 

練習日・・・毎週火、金曜日 時間…午前10時～2 
時 場所・“五所川原市民体育館．東北電力テニ

スコート 

連絡先…スマッシュ五所川原ソフトテニスクラ

ブ 合0173一22一6478 

県営住宅松島団地入居者募集 

ン所在地 五所川原市杉I島 6 丁目 地内

レ募集概要 
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予定 

戸募
数集 

30年平 	8 年平 
ま日 6 成か日 6 成 
で 	月 4 ら 	月 4 

期募
間集 
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H
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  1日

 
年

8
月
 
平
成
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予
定
日
 
入
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ン入居の資格 1．現に同居し、又は同居しよう

とする親族のある方。2．住宅に困っている方

で、県内に住所又は勤務先を有する方。3，所

得税および県税を滞納していない方。4．公営

住宅法施行令で定める基準の」反入のある方。 

ン選考方法 申込書を審査のうえ、適格者の中

から公開抽選により入居者を決定します。 

＞申し込み先および問い合わせ先 

青森県五所川原合同j宇舎 3F 

青森県五所川原土木事務所 建築指導課

電話 0173一34-2111 （内線283) 

（注）申込書の配布を受けるときは、資格審査

をしますので、平成3年分の所得を証明す 

る資料・を提示してくた三さい。 	青森県 

~ 

、 
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「 技術革新の時代です l 

U能力開発セミナー・J受講生募集」
b資格学歴、年齢、性別は聞いません。

b受講料無料(ただし、テキス卜代等のかか

る訓練コースがあります)

b申し込み締め切 り 各訓練コースとも、開講

日の、 3目前まで。 ただし、定員になり次第

締め切ります。

仁〉問い合わせ 青森職業訓練短期大学校教務課

(市内飯詰 宮37-2301)

能力開発セミナーコース (6月分〉

.¥0. コース名 定員 日
期 間

受講料
数 日 時

1 メカトロニクス 5 51 6月 1 日開)~6月 5日樹
2，∞0円

の電子回路 I名 日 18 ∞~21 : 00 

MS-DOSの 10 51 6月 1 日開)~6月 5 日倒
2 応用と 名 日 18: 00~20 : 30 

1，∞0円
BASIC言語

31~A~.. ~~ 10 516月 8 日 l月)~6月 12 日倒
1，∞0円

プログラミング 名 日 18: 00~21 : 00 

「小型移動式クレーン運転技能寸
i 特例講習会 | 

1受講資格 平成2年 8月31日以前に、移動式

クレーン運転業務特別教育を修了した方で、

かつ、平成2年 9月30日までに 1カ月以上の

当該業務に従事した経験 を有する方。

2開催日時

第 1回特例講習平成4年 6月 9日(火)

9時から17時まで

第 2回特例講習平成4年 7月13日(月)

9時から17時 まで

3.開催場所 五所川原市字新宮町84-5

宮0173(35)6336(剖西北労働基準協会2階会議室

4.受講料 7，700円(テキスト代 を含む)

5.問 い合わせと申 し込み先 五所川原市字新宮

町84-5 (剖西北労働基準協会 宮0173同6336

6.締め切 り 各定員100名又は講習開催日の3日

前で締め切ります。

子ツフドデニス会員募集

9 

女性の会員を募集しています。

初心者、経験者を聞いません。

練習日 毎週火、金曜日 時間・午前10時~2

時 場所一五所川原市民体育館、東北電力テニ

スコート

連絡先ー・・スマッシュ五所川原ソフトテニスクラ

ブ 30173-22-6478

l県営住宅松島団地入居者募集 |
b所在地五所川原市松島 6丁目 地内

じ〉募集概要

建 3R
階C

裕兼所堂ム食ロ洋和 3 浴室食堂兼所洋室4和室6D K 3 浴室食堂著所洋室4和室6D K 2 室室室D
66K  

使所 帖帖 便所 帖半帖2 便所 帖半帖1 1 2 
(間間 --;:;-1問 --;:;-1間
物 8 物 8間 物 8間
置芭 置也、 置也、

分カ3賃家

月の

11 
予定戸

30年成平 8年成平
ま日 6 か日 6
で月 4ら 月 4

9年平成
日7
月 4

日1年8成平

月 4

構造

間

取

敷金

戸数集募

期間集募

書
日

予定入

日居

b入居の資格 1.現に同居し、又は同居しよう

とする親族のある方。 2.住宅に困っている方

で、県内に住所又は勤務先を有する方。 3.所

得税および県税を滞納していない方。 4.公営

住宅法施行令で定める基準の収入のある方。

b選考方法 申込書を審査のうえ、適格者の中

から公開抽選により入居者を決定します。

b申し込 み先および問い合わせ先

青森県五所川原合同庁舎 3F

青森県五所川原土木事務所建築指導課

電話 0173-34-2111 (内線283)

(注)申込書の配布を受けるときは、資格審査

をしますので、平成3年分の所得を証明す

る資料を提示してください。 青森県

交通安全は家庭から一一一寸

初

県 内 五所川原市管内

発生 2，584 101 
(-131) (+ 1 0) 

死者 45 3 
(+ 1) (+ 2) 

傷者 3，1 1 6 1 1 6 
(-212) (十 5)

r 、rt._. 1-40-. '. ~，，l 止J ・.ιLli

ドアしめてベルトしめて気を しめて



 

電波利用保護旬間 
6月 1 日～6 月10日 にに 

 

ーつ 
I 
I 

   

 

不法無線局による電波障害が、増えてきてお

ります。ルールを守らない不法無線局を撲滅し、 

良好な電波環境を確保しましょう。 

0免許を受けないで、無線局を開設したり、運

用したりすると罰せられます。 

〇アマチュア無線機やパーソナル無線機の不法

改造はやめましよう。 

〇コードレス電話は認定マークの付いたものを 

使いましよう。 	郵政省東北電気通信監理局 

協賛東北電波環境保護協力会 

※電波障害でお困りの方は、当局へご連絡くださし、 

〒 980 仙台市青葉区本町3マ 23 東北電気通信監

理局 電気通信部監視課 lIL022-221 -0635 

      

      

五所川原おやこ劇場（例会） 
〈第24回合同例会〉.6月15日月中 I6 30-- 

◆会場五所川原市民文化会館 

後援五所川原市教育委員会 

れいゲ！ フォーリーズ 

バ多マ多 
アンハンマンと勇気の花 

三ューシカJレ三ューシカJレ 

- こL) 

●原作・脚本／やなせたかし 

●作 曲／いずみたく 

ンお問い合わせ・お申し込み 

事務局 五所川原市本町50-4 東奥H 報 4F 
でんわ（34) 2 1 7 0 

戦没者の遺族の皆さんへ」 ロ恐山と薬研のたび参加者募集二 
＠請求期限が迫っています。 

平成 4年 6 月27日までに言青求手続をお忘れな

く。 

〇戦没者等の遺族（戦没者等死亡当時の三親等

内の親族） で次の要件を満たす方に特別弔慰

金（額面18万円の国債） が支給されます。 

(1）昭和60年 4 月 1日から平成元年 3 月31日まて、 

の間に公務扶助料、遺族年金等の受給権者が

遺族内にいなくなった方。 

(2）昭和60年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1日まてる

の間に戦傷病者戦没遺族等援護法による弔慰

金の受給権を取得した方。 

＠請求手続がまだお済みでない方は、市役所市民課に

' 
お問い合わせください。 （内線 262) 

ー農業者のみなさん 
ー「農業者年金制度」をご存知ですか 

〇農業者年金は大変有利な制度です。 

〇加入資格のある人は必、ず農業者年金へ加入し 

ましょう。 

※農業者年金に加入する資格がある人とは… 

⑥国民年金の第1号被保険者又は任意加入被保 

険者。 

⑥自作地が50 a Jよ上の農業経営主。 

⑥65歳に達するまで20年以上の被保険者期間が 

あること。 

詳しいことは、農業協同組合、農業委員会へ 

お気軽にご相談ください。 

TEL 35-2111 内線246 

お児童手当現況届の提出 1 
現在、児童手当（特例給付う を受給されてい

る方は、平成3年度の「現況届」を提出してく

ださい。 

この現況届は、受給者の6月1日現在の養育

状況及び所得の状況等を確認するために必要な

届出です。 

なお、期間内に現況届を提出しないと、 6月

以降の児童手当（特例給イ寸）の支」ムを受けられノ

なくなりますので必ず提出してください。 

⑥提出期間 平成4年6月1日から6月30日まて了

⑥提出先と問い合わせ 市役所市民課 内線262 

※ 受給者が平成4年1月1日に他の市町ネ寸に 

住所を有していた場合は、前年の所得に係る 

前住所地の市町木寸長の証明書力勃必要です。 

不法投棄はやめましよう 

ト日日寺 6月21日（日） 

トコース 

五所川原中三デパート前発6: 20～鶴田～板 

柳～藤崎～青森～恐山～薬研～むつ～六ケ所 

石油基地～藤崎～五所川原中三デパート前着 

19 : 50 
ト集合時間・場所 五所川原中三デパート育lI、 

午前6:20 
ト会費 5,600円 （昼食・見学料込み） 

ト申込み先 青森県歴史の道整備促進協議会事 

務局（"0l77-22一 9020) 
ト申込み締I刀 6月19日（金） 

ト申込み受付時問 午前8時30分～午後 4 時ま 

て二（日曜日、 ネ兄日除く） 
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L戦没者の遺族の皆さんヘ」
@請求期限が迫っています。

平成4年 6月27日までに請求手続をお忘れな

く。

0戦没者等の遺族(戦没者等死亡当時の三親等

内の親族)で次の要件を満たす方に特別弔慰

金(額面18万円の国債)が支給されます。

(1)昭和60年 4月 1日から平成元年 3月31日まで

の聞に公務扶助料、遺族年金等の受給権者が

遺族内にいなくなった方。

(2)昭和60年 4月 2日から平成元年 4月 1日まで

の聞に戦傷病者戦没遺族等援護法による弔慰

金の受給権を取得した方。

@請求手続がまだお済みでない方は、市役所市民課に

お問い合わせください。(内線262)

「農業者のみなさん l 
U農業者年金制度」をご存知ですか」

0農業者年金は大変有利 な制度です。

0加入資格のある人は必ず農業者年金へ加入し

ましょう。

※農業者年金に加入する資格がある人とは

。国民年金の第 1号被保険者又は任意加入被保

険者。

@自作地 が50a以上の農業経営主。

。65歳に達するまで20年以上の被保険者期聞が

あること。

詳しいことは、農業協同組合、農業委員会へ

お気軽にご相談ください。

T E L 35-2111 内線246

」児童手当現況届の提出」
現在、児童手当(特例給付)を受給されてい

る方は、平成3年度の「現況届」 を提出してく

7三さu、。
この現況届は、受給者の 6月 1日現在の養育

状況及び所得の状況等を確認するために必要な

届出です。

なお、期間内に現況届を提出しないと、 6月

以降の児童手当(特例給付)の支払を受けられ

なくなりますので必ず提出してください。

。提出期間 平成4年 6月 1日から 6月30日まで

@提出先と問い合わせ 市役所市民課内線262

※ 受給者が平成4年 1月 1日に他 の市町村に

住所を有していた場合は、 前年の所得に係る

前住所地の市町村長の証明書が必要です。

都不法投棄はやめましわ | 

し恐山と薬研のたび参加者募集J
'日日寺 6月21日(日)

惨コース

五所川原中三デパート前発 6: 20~鶴岡~杭

柳~藤崎~青森~恐山~薬研~むつ ~六ケ所

石油基地~藤崎~五所川原中三デノξート前着

19: 50 

惨集合時間・場所 五所川原中三デパ ート前、

午前6: 20 

....会費 5，600円(昼食 ・見学料込み)

惨申込 み先 青森県歴史の道整備促進協議会事

務局(宮 0177-22-9020)

惨申込み締切 6月19日(金)

惨申込 み受付時間 午前8時30分~午後 4時ま

で(日曜日 、祝日除く)

!多 電波利用保護旬間 L
~ . 6 月 1 日 ~6 月 10 日 ----....;

不法無線局による電波障害が、増えてきてお

ります。ルー/レを守らない不法無線局を撲滅し、

良好な電波環境を確保しましょう。

0免許を受けないで3、無線局を開設したり、運

用したりすると罰せられます。

0アマチュア無線機やパーソナル無線機の不法

改造はやめましょう。

0コードレス電話は認定マークの付いたものを

使いましょう。 郵政省東北電気通信監理局

協賛東北電波環境保護協力会

※電波際害でお困りの方は、当局へご連絡ください

干980仙台市青葉区本町3-2-23 東北電気通信監

理局 電気通信部監視課 TEL022-221-0635

五所川原おやこ劇場〈例会〉
(第24回合同例会〉 ・ 6月 15 日 (月)PM6:30~

・会場 五所川原市民文化会館

後援五所川原市教育委員会

三コ一三J均Jy ミュージカル劇団

ーそ:/t.Lltfl フォーリーズ

グ泌すtbす》
アンハンマンと勇気の花

れの ¥〆:.iハ
I r r 1 }r{ ーさー~、ノ、、

陀界r<._---次)-c_) 
-原作・脚本/ゃなせたか し

-作 曲/いずみた く
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みんなの健康教室 

ン日 時 

6 月26日（劃 午後 1時 

＞場 所 

市保健センター 

レ講 師 

江渡諒治先生（江渡医院長） 

レテーマ 疾患と運動について 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

市役所容35-21 11 、 
み な つき 

水無月 

“一， 

君 

~胃・大腸がん集団検診 
早期発見の検診で安心を得ましょう。 

レ対象者 市内に居住する40歳以上の方（昭和 

28年 3 月31日までに生まれた方）ただし、妊

娠している方、職場等で検診を受けられる方

は除きます。 

ン申し込み期間 6 月15日 （月） まて各 

ン申し込み先 保健協力員、市役所各支所、市

保健環境課へ（申し込み用紙を備えてありま

すJ 
ン料金 〇胃がん検診一（ユ）五所川原市国民健康

保険加入者500円（②その他の保険加入者1,000 
円 〇大腸がん検診一健康保険の種類にかか

わらず、200円。 料金は検診日に会場で徴収。 

（ただし、70歳以上の方、生活保護世帯の方、 

市民税非課税世帯の方は無料。 当日、証明書

を提出のことJ 
>注意事項 大腸がん検診のみの受診はできま

せん。 

ン受診月日 7 月20-24日、8 月 3 -7 日、17 
~ 21日、 9 月 7 日、 9 -11日、 9 月21-22日、 

28-30日、10月 1 -2日、12 -16日、19日の

うちから市が受診日、会場等を指定し、後日

個人通知します。 

※詳しいことは、市保健環境課 内線268・272番 

危険物安全週間 6月7 -13日 
「心・技・知、危険物には真剣勝負」 

カソリノ、幻油等の危険物の危険性を知り、 II 
しく取り扱りて事故をなくしましょう＝= 

1I  

"＋田木木‘需＝、 ーイ 

5 月31日～6 月 6 日までは禁煙週間です。 

「たばこの煙のない職場一もっと安全にもっと 

健康に―」 

五所川原市の平成3年の死因第1位は 	 栃

がんによる死亡です。特に男性のがん

死亡のトップは肺がんでした。職場、家

庭での節煙、禁煙に努めましょう。 

［平成 4年度第16回手話講習会」 
あなたも手話を理解し、聴覚障害者の、福祉 

増進に、 お手伝いしませんか。‘ 

ン受講者 将来、手話奉仕員、手話通訳及び、 

聴覚障害者との交I売を希望する方。 

＞内容 初級・中級コース 

①手話と指文字の起源と解説 

②聴覚障害者の福祉と琴むl犬 

③聴覚邦章害者の教育と交流、そのf也 

＞会場 五所川原市中央公民館 

＞主催（社）青森県ろうあ協会五所川原支部 

ン協力 五所川原手話サークル「ひまわり」 

青通研西北五班 

ン受講料 無料（但し、テキスト代として初級 412円必要ですJ 

レ申し込みと問い合わせ・山田勝彦”35-6762 
・―戸千加子一合35一6904 

回数 月 	日 講 習 内 容 時間 

1 6月10日 開講式・手話解説・ミニ講演 

午
後

6
時

3
0分

5
8
時

ま
で
  

2 17日 実技指導 

3 24日 刀 

4 7月1日 刀 

5 8 日 " 

12日 体験学習・大交流会 

6 15日 実技指導 

7 22日 " 

8 29日 'I 

9 8月 5 日 /1 

10 19日 /1 

11 26日 1/ 

12 9月 2 日 閉講式・反省 

いやですね。こんな光景。 
みんなで注意し、きれいな環境をつくりましよう。 

（不法投棄は、法律で罰っせられます。） 

にーフI一ニ］てユユニノ 世界禁煙デー 
みなづき

水無月

市役所 n35-2111

純
白
紙
出

康健んみ
[>日時

6月26日(島午後 1時

[>場所

市保健センタ-

b講師

江i度諒泊先生(江波医院長)
[>テーマ 疾患と運動について

[>主催 北五医師会 ・市保健協議会

胃・大揚がん集団検診
早期発見の検診で安心を得ましょう。

[>対象者 市内に居住する40歳以上の方(昭和

28年 3月31日までに生まれた方)ただし、妊

娠 している方、職場等で検 診を受けられる方

は除きます。

じ〉 申 し込み期間 6月15日(月)まで

[>申し込み先 保健協力員、市役所各支所、市

保健環境課へ(申し込み用紙を備 えでありま

すJ
[>料金 0胃がん検診ー①五所川原 市国民健康

保険加入者500円②その他 の保険加入省1，000

円 0大腸がん検診ー健康保険の種類にかか

わらず200円。料金は検診日に会場で徴収。

(ただし、 70歳以上の方、生活保護世帯の方、

市民税非課税世得の方は無料。当日、証明書

をf是出のことJ
[>注意事項 大Jl易がん検診のみの受診はできま

せん。

[>受診月日 7月20-24日、 8月 3-7 円、 17

-21日、 9月 7口、 9-11[1、 9月21-22口、

28-30Ll、 10月 1- 2口、12-16円、19Uの

うちから市が受診目、会場等を指定し、後日

個人通知します。

※詳しいことは、市保健環境諜内線268・272醤

危険物安全週間 6月7-13日
「心・技・知、危接物には真剣勝負」

=ガソリン、灯油等の危険物の危険性を知り、正
しく取り級ヴて tl~放 をなくしましょう国

11 

“世界記重デーヴ
5 JJ 31 r I ~ 6月 6Hまでは禁煙週間です。

「たばこの煙のない職場ーもっと安全にもっと

健康に 」

五所川原市の平成3年の死闘第l位は

がんによる死亡です。特に男性のがん

死亡のトップは肘iがんでした。職場、家

庭での節l煙、禁煙に努めましょう。

L平成4年度第16回手話講習会J
あなたも手話を理解し、聴覚障害者 の、福祉

増進に、お手伝いしませんか。

じ〉受講者 将来、手話奉仕員、手話通訳及び、

聴覚障害者との交流を希望する方。

仁〉内容初級 ・中級コース

①手話と指文字の起源と解説

②聴党障害者の福祉と現状

③聴党障害者の教育と交流、その他

じ〉会場 五所川 原市中央公民館

じ〉主催 (社)青森県ろうあ協会五所川原支部

じ>協力 五所川原手話サークノレ「ひまわり」

青通研西北五班

b受講料 無料 (但し、テキスト代として初級412円必要ですJ

b申し込 みと問い合わせ ・山田勝彦君35-6762

・一戸千加子宮35-6904

回数 月 日 講習内容 時間

1 6月10日 開講式・手話解説・ミニ講演

2 17日 実技指導

3 24日 11 

4 7月 1日
午

11 
後

5 8日 11 6 

12日 体験学習 ・大交流会
時
30 

6 15日 実技指導 分

7 22日 11 

8 
8 29日 11 時

9 8月5日 11 ま

で
10 19日 11 

11 26日 11 

12 9月2日 開講式 ・反省、

いやですね。こんな光景。

みんなで注意し、きれいな環境をつ くりま しょう。
(不法投棄は、法律で罰っせられます。)
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